
目
。
ロ
]
釦
5
5
〉
・
開
-
H
H
H
印
H
H

ヘ
山
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色
同
な
吉
司
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。
3
t

同
hg
S
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H
8
3
h
3
ト
お
な
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「
中
園
に
お
い
て
、
中
世
(
ヨ
E
F
2白
ご
ヨ
巾印)
よ
り
こ
の
か
た
、

帝
圏
、
士
人
H

文
人
エ
リ
ー
ト
(
凹

2
5
L号
E
C
)
、
そ
し
て
古
典
与

は
、
科
翠
の
賓
施
過
程
で
し
っ
か
り
と
緩
り
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
三
つ
の
次
元
軸
は
、
い
ず
れ
も
後
期
帝
園
期
(
一

三
六
八
1
一
九

一

一)
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
、
か
っ
そ
の
相
互
依
存
性
ゆ
え
に
五
百
年
間

に
わ
た
る
安
定
を
保
っ
て
い
た
。
二
十
世
紀
を
迎
え
て
帝
圏
、
土
人
H

文
人
エ
リ
ー
ト
、
古
典
撃
が
崩
れ
さ
る
と
き
、
瓦
解
は
一
翠
に
進
行
し
、

そ
れ
ら
が
支
え
て
き
た
政
治
権
力
あ
る
い
は
文
字
言
語
文
化
と
結
び
つ

く
こ
と
は
、
も
は
や
な
く
な
っ
た
。
前
近
代
に
お
け
る
科
拳
に
つ
い
て

正
賞
な
評
債
を
下
す
に
際
し
て
は
、
明
代
(
一
三
六
八
l

一
六
四

四
)
・
清
代
(
一

六
四
四
l
一
九

一
一
)
の
数
育
的
、
文
化
的
、
社
合

的
、
政
治
的
寅
践
を
記
録
し
た
一
次
資
料
の
丹
念
な
研
究
を
必
要
と
す

る
の
で
あ
る
o
」

本
書
序
文
冒
頭
の
こ
の
一
段
は
、
新
し
い
科
拳
研
究
の
成
果
を
世
に
問
う

に
あ
た
っ
て
の
問
題
意
識
の
所
在
を
、
簡
潔
な
す
が
た
で
提
示
し
て
い
る
と

言
っ
て
い
い
。
著
者
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
A
・エ

ル
マ
ン
氏
は
、

『折
口
撃
か
ら

文
献
拳
へ

|
|
後
期
帝
政
中
園
に
お
け
る
愛
化
の
思
想
的
枇
曾
的
側
面

(
N
1

3

ヨ
H
U

主
g
口
ち
と
同
口
、
注
目
。
hbq)
』
(
一
九
八
四
年
)
、

『経
皐

・
政
治

・

血
縁
|
|
後
期
帝
政
中
園
に
お
け
る
常
州
今
文
皐
汲

(
Q
S
R
a
F
Hus-

H
EwS
丸
岡
s
h
b
也
)
』
(
一

九
九

O
年
)
な
ど
、
主
と
し
て
清
朝
事
術
思
想
を

扱
っ
た
著
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
現
在
は
、
余
英
時
氏
の
後
を
承
け
て
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
撃
東
ア
ジ
ア
撃
科
数
授
の
職
に
あ
る
。

こ
こ
に
と
り
あ
げ
る

『後
期
帝
政
中
闘
に
お
け
る
科
奉
の
文
化
史
的
研
究
』
(二

0
0
0年
春
出

版
)
は
、

一
九
八
五
年
以
来
、
十
数
年
に
わ
た
る
研
究
の
成
果
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
、

「後
期
帝
政
」
期
|
|
主
に
十
五
世
紀
か
ら
十
九
世
紀

|
|
明
清
の
枇
曾
と
文
化
に
お
お
き
な
影
響
を
奥
え
た
科
奉
(
武
器

・
清
代

翻
誇
科
奉
へ
の
言
及
を
含
む
)
の
全
慢
像
を
多
面
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た

八
八
九
頁
の
大
著
で
あ
る
。

明
清
の
科
奉
を
扱
っ
た
先
行
研
究
は
少
な
く
な
い
。
光
緒
三
十
年
進
士
及

第
と
い
う
賓
館
験
の
確
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
商
術
塗

『清
代
科
奉
考
試
述

録
』
(
三
聯
書
庖
、
一
九
五
八
年
)
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
日
本
圏
内
で
公

刊
さ
れ
た
主
な
単
行
の
著
作
を
記
す
だ
け
で
も
、

『清
園
行
政
法
」
(
一

九
O

五
l
一
五
年
)
、
狩
野
直
喜
「
清
朝
制
度
」
(
大
正
十
二
年
〔

一
九
二
三
年
〕

四
月
l
大
正
十
三
年
〔
一
九
二
四
年
〕
六
月
、
京
都
帝
園
大
挙
文
曲
学
部
講
義

稿
本
。
狩
野
直
喜
『
清
朝
の
制
度
と
文
閉
山
子
』
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
四
年
。

先
立
っ
て
狩
野
直
喜
「
清
朝
地
方
制
度
」
〔
一
九

O
七
年
〕
)
、
宮
崎
市
定

『科
拳
』
(
一

九
四
六
年
初
版
。
一
九
八
七
年
に

『科
泰
史
』
と
改
題
)
、
同

『
科
翠
|
|
中
闘
の
試
験
地
獄
』
(
一
九
六
三
年
)
、
何
嫡
様
『
科
奉
と
中
園

近
世
枇
曾
』
(
寺
田
隆
信

・
千
種
良
一
却
師
、

一
九
九
三
年
)
な
ど
を
た
だ
ち

に
翠
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
、
本
書
は
い
か
な
る
新
し
さ
を
も
つ

の
か
。
以
下
、
著
者
の

「序
」
も
参
考
し
つ
つ
述
べ
よ
う
。
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第

一
に
、
後
期
向
山
政
期
の
歴
史
の
中
で
科
捗
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
べ
き
か
、
多
角
的
な
枇
合
文
化
史
的
考
察
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
後
期

帝
政
期
前
半
に
あ
た
る
一
四

O
O
l
一
六

O
O年
、
中
園
の
人
口
が
六
千
五

百
商
人
か
ら

一
億
五
千
常
人
へ
と
大
き
く
増
加
し
た
結
果
、
十
六
l
十
七
世

紀
以
降
の
帝
政
権
力
は
末
端
の
土
地

・
州
労
働
力
の
直
接
支
配
を
行
う
力
を
失

ぃ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
士
人
の
地
位
が
上
昇
し
た
。
か
れ
ら
は
土
地
支

配

・
商
業
活
動
に
よ
っ
て
得
た
利
潤
を
資
本
と
し
て
、
文
化
・
数
育
面
で
の

段
位
他
を
獲
得
し
、
子
弟
の
科
穆
合
格
を
通
じ
て
帝
国
政
治
権
力
の
型
断
を

め
ざ
す
。
か
く
て
、
士
人
へ
の
支
配
力
を
碓
保
し
よ
う
と
は
か
る
朝
廷
、
地

位
と
資
産
と
を
維
持
す
る
た
め
に
朝
廷
を
利
用
す
る
士
人
、
こ
の
雨
者
が

一

方
で
措
抗
し
一
方
で
逮
捕
す
る
場
と
し
て
の
色
彩
を
科
奉
は
帯
び
る
に
至
っ

た
。
制
度
の
維
持

・
繁
更
の
背
景
に
中
央
(
朝
廷
)
・
地
域

(士
人
)
の
相

互
関
係
を
意
識
し
、
五
百
年
と
い
う
時
間
的
幅
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
は
、

こ
れ
ま
で
稀
で
あ

っ
た
と
言
っ
て

い
い
。
か
っ
、
こ
の
硯
駄
を
踏
ま
え
、

一

四
O
O年
か
ら

一
九

O
O年
の
政
治

・
枇
曾

・
経
済
・
精
紳
生
活
の
開
わ
り

あ
う
文
化
史
像
を
、
科
媒
ナ
を
基
軸
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
、
本
書
は
志
す
。

そ
こ
に
は
、
既
往
の
業
績

『哲叩峰
子
か
ら
文
献
祭
へ
』
、
『綬
皐

・
政
治

・
血

縁
』
と
の
共
通
性
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
あ
る
欧
米
の
人
文
科
挙
・
枇
舎
利

撃
の
骨
絡
|
|
研
究
針
象
は
中
闘
に
限
定
さ
れ
な
い
ー
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。

第
二
に
、

利
用
史
料
の
質
的
差
異
で
あ
る
。
こ
の
鈷
こ
そ
過
去
の
諸
研
究

と
本
音
と
の
最
大
の
遠
い
だ
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
わ
け
で
強
調
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
宮
崎
市
定
の
著
書
は
、
執
筆
必
回
時
見
る
こ
と
の
で
き

た

『吏
部
鐙
選
則
例
」
『
科
場
候
例
』
冨干
政
金
書
』
な
と
清
朝
の
編
纂
物
に

頼

っ
て
み
百
か
れ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
一

方
、
本
書
は
、
一
九
八

0
年
代
以

来
つ
ぎ
つ
ぎ
に
公
開
さ
れ
て
き
た
「
郷
試
録
」
「
曾
試
銀
」
、
明
清
槍
案
な
ど

の

一
次
資
料
も
綴
り
ど
こ
ろ
と
し
つ
つ
分
析
を
進
め
て
い
る
。
調
査
研
究
の

過
程
に
つ

い
て
は
、
本
書
の
「
謝
僻
」
に
詳
し
い
。

第
三
一
に
、
明
清
科
奉
制
度
の
愛
護
(
概
要
は
附
録
四
を
参
照
)
、
科
奉
を

め
ぐ
る
主
要
な
論
争
を
、
史
料
に
即
し
つ
つ
追
跡
し
よ
う
と
す
る
視
貼
を
あ

げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
科
奉
制
度
解
説
は
、
乾
隆
五
十
八
年
(
一
七
九

三
)
か
ら
光
緒
二
十
四
年

(一

八
九
八
)
ま
で
の
約
百
年
間
、
清
朝
後
期
の

安
定
し
た
相
に
重
鈷
を
置
く
こ
と
が
多
か

っ
た
。
清
朝
の
康
配
…
・
凝
正
か
ら

乾
隆
則
に
た
び
た
び
制
度
的
な
繁
一史
が
行
わ
れ
、
改
革
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が

繰
り
返
さ
れ
た
事
責
は
、
ほ
と
ん
と
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
。

本
書
は
、
そ
う
し
た
繁
更
や
論
争
の
背
後
に
い
か
な
る
枇
曾
史
的
事
象
が
あ

り
、
思
潮
愛
化
が
あ

っ
た
の
か
、
詳
し
い
誤
解
と
分
析
を
試
み
た
、
初
め
て

の
業
績
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
、
科
翠
を
反
近
代
的
制
度
と
み
な
し
て
敵
意
を

示
し
て
い
た
、
(
十
九
世
紀
後
宇
か
ら
)
二
十
世
紀
前
期
の
中
園
知
識
人
以

来
の
思
い
込
み
を
ひ
き
ず
る
こ
と
な
く
、
時
代
に
適
附
加
す
る
制
度
と
し
て
の

合
理
性
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

第
四
に
、
参
照
さ
れ
て
い
る
先
行
研
究
の
量
と
質
の
豊
富
さ
に
お
い
て
、

他
を
墜
す
る
。
巻
末
の
参
考
文
献
目
録
を
め
く
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
奉
げ
ら

れ
た
英
語
・
中
岡
語

・
日
本
語
な
ど
諸
文
献
の
数
、
著
者
の
目
配
り
の
康
さ

に
感
嘆
せ
、ざ
る
を
得
な
い
。
こ
と
に
、
近
年
の
北
米
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研

究
が
ど
れ
ほ
ど
の
質
と
量
に
の
ぼ
る
か
、
関
聯
す
る
主
要
な
博
士
論
文
ま
で

含
め
て
知
り
う
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。

本
書
の
依
嫁
し
た
一
次
資
料
を
見
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
引
用
さ
れ
た

先
行
研
究
に
つ
い
て
も
ご
く

一
部
を
韻
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
評
者
に
と
っ

て
、
紹
介
を
過
不
足
な
く
的
確
に
行
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
さ
い
わ
い
、

二
O
O
O
年
一
月
九
日
に
京
大
曾
館
で
聞
か
れ
た
エ
ル
マ
ン
氏
を
圏
む
集
ま

一 160
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り
の
報
告
が
、
『
古
典
準
の
再
構
築
』
第
八
競
(
紳
戸
皐
院
大
磐
人
文
皐
部

内
「
文
部
省
科
挙
研
究
費
特
定
領
域
研
究
古
典
撃
の
再
構
築
」
事
務
局
、

二
0
0
0年
十
一
月
)
の
九
一

l
一
O
一
頁
に
掲
載
さ
れ
、
中
に
唐
津
靖
彦

氏
「
切

E
Z
B
E
何一

E
p
h
p
Eミ
尽
き
ミ
ミ

Q
S
~
同
包
3
E
5
2

3
h
b
H
之君、
3
と

(
U
F
H
E
-
-そ
の
枇
曾
文
化
史
的
枠
組
み
に
つ
い
て
」
、

高
嶋
航
氏
「
科
奉
の
駿
止
と
近
代
中
園
枇
曾
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
唐
津

氏
・
高
嶋
氏
の
文
章
は
専
門
的
視
貼
か
ら
詳
細
な
紹
介

・
論
評
を
加
え
ら
れ

た
も
の
で
、
本
稿
を
準
備
す
る
に
あ
た
っ
て
盆
を
受
け
た
。
以
下
、
章
を
お

っ
て
本
書
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

本
書
の
全
健
は
、
大
き
く
ふ
た
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
う
ち
第
一
章
か
ら

第
五
章
が
制
度
的
規
範
を
め
ぐ
る
論
述
を
中
心
と
す
る
。
第
一
章
「
後
期
帝

政
期
科
奉
の
歴
史
的
起
源
再
考
」
は
、
朝
廷
に
よ
る
人
材
選
抜
試
験
制
度
が

ど
の
よ
う
に
繁
遜
し
た
の
か
、
明
清
科
琴
制
度
の
出
題
形
式
が
ど
の
よ
う
に

形
成
さ
れ
た
か
、
前
漢
か
ら
元
ま
で
を
封
象
に
概
観
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

唐
宋
期
の
詩
賦
偏
重
の
試
験
を
め
ぐ
る
数
次
の
論
争
に
始
ま
り
、
南
宋
の
朱

喜
…
「
撃
校
貢
奉
私
設
(
拳
校
と
試
験
制
度
に
関
す
る
私
見
こ
に
よ
る
詩
賦

批
判
、
朱
喜
…
の
構
想
を
受
け
て
詩

・
律
賦
を
出
題
か
ら
除
い
た
元
の
皇
慶
二

年
(
一
一
一
一
二
三
年
)
の
規
定
、
遁
同
学
重
視
・
詩
賦
排
除
を
元
氏
以
上
に
徹
底

さ
せ
た
明
の
科
摩
、
と
い
う
叩
浸
透
の
過
程
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
「
文
」
か
ら
「
遁
」
へ
の
移
行
の
一
因
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、

南
宋
以
来
、
「
夷
」
の
侵
攻

・
支
配
下
に
お
け
る
「
漢
」
の
倫
理
的

・
文
化

的
優
位
性
を
確
認
し
た
い
と
の
渓
人
た
ち
の
願
望
で
あ
る
。
ま
た
、
「
夷
」

の
政
権
掌
握

・
箪
事
的
優
位
に
針
抗
し
て
、
文
人
は
地
域
社
曾

・
地
域

「
漠
」
文
化
に
撮
り
ど
こ
ろ
を
求
め
た
と
の
見
解
も
示
さ
れ
る
。
第
二
章

「
明
代
初
期
に
お
け
る
帝
政
権
力

・
文
化
の
政
治
拳
・
科
奉
」
は
、
遁
撃
の

「
這
統
」
と
王
朝
の
「
治
統
」
と
が
明
代
に
合
流
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
の
ち
、
明
代
科
翠
制
度
の
概
要
、
「
南
北
巻
」
創
設
、
永
幾
帝
の
築
奪

を
理
論
的
に
正
骨
固
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
必
要
性
、
氷
山
楽
帝
の
治
下
に

お
け
る
遁
拳
標
準
数
程
の
制
定
、

『図
書
大
全
』
『
五
経
大
全
』
の
編
纂
な
ど

の
鮎
に
鰯
れ
、
宋
の
遁
撃
が
、
な
ぜ
、
い
か
に
後
期
帝
政
期
の
正
統
思
想
と

な
っ
た
か
を
あ
と
づ
け
る
。
第
三
章
「
後
期
帝
政
期
科
奉
に
み
ら
れ
る
制
度

的
力
的
学
、
お
よ
び
エ
リ
ー
ト
階
層
の
流
動
性
」
は
、
受
験
者
を
主
た
る
釣
象

と
し
た
分
析
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
官
僚
再
生
産
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
科
翠

の
賓
施
手
順
、
エ
リ
ー
ト
階
層
が
ど
の
程
度
の
範
園
や
幅
で
流
動
化
し
た
か
、

奉
人
の
合
格
率
と
任
官
状
況
、
試
験
合
格
後
に
得
ら
れ
る
身
分
的
特
権
な
ど

が
扱
わ
れ
、
あ
わ
せ
て
清
初
の
科
暴
に
お
け
る
漢
人
と
満
人
、
清
代
の
翻
語

科
翠
(
満
洲

・
蒙
古
)
に
闘
し
で
も
略
述
さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
「
受
験
曾

場
と
帝
政
権
力
の
限
界
」
は
、

「文
化
的
監
獄
」
と
し
て
の
貢
院
に
お
い
て

受
験
者
が
ど
の
よ
う
な
環
境
で
い
か
な
る
取
り
扱
い
を
受
け
つ
つ
答
案
を
4

背

い
た
か
、
答
案
は
ど
の
よ
う
に
採
賭
さ
れ
た
か
、
受
験
者
に
よ
る
不
正
行
篤
、

採
貼
結
果
へ
の
異
議
申
し
立
て
、
晩
明
に
お
け
る
科
奉
批
判
お
よ
び
制
度
改

革
の
整
、
な
ど
受
験
す
る
側
か
ら
の
諸
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
と
同
時

に
、
朝
廷
側
が
ど
の
よ
う
な
受
験
者
管
理
を
企
園
し
て
い
た
か
、
地
域
的
規

黙
を
ま
じ
え
つ
つ
述
べ
、
受
験
者
と
朝
廷
と
の
針
抗
関
係
を
描
き
出
し
た
。

第
五
章
「
後
期
帝
政
期
科
奉
に
お
け
る
古
典
誇
の
讃
み
書
き
能
力
と
枇
曾
的

債
が
り
」
で
は
、
士
人
の
社
曾
的
再
生
産
過
程
、
土
人
の
特
権
、
合
格
者
の

社
曾
階
層
お
よ
び
出
身
地
の
分
布
、
十
九
世
紀
の
受
験
者
に
要
求
さ
れ
た
四

書
五
経
の
暗
諦
内
容
と
数
育
課
程
、
作
文
数
育
法
、
参
入

・
進
士
合
的恰
者
の

年
齢
分
布
、
な
ど
を
個
々
に
と
り
あ
げ
て
論
述
し
、
科
奉
受
験
に
あ
た

っ
て

官
話
の
能
力
と
古
典
語
の
知
識
が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
科
懇
の



332 

目
標
は
文
人
エ
リ
ー
ト
階
層

(宅コ
E
m
o
r
g
)
の
限
定
、
制
御
、
選
抜

(二
七
七
頁
)
に
こ
そ
あ

っ
た
こ
と
、
を
説
く
。

引
き
続
く
第
六
章
か
ら
第
九
章
は
、
制
度
と
し
て
の
科
泰
が
文
化
的
に
い

か
な
る
影
響
を
中
閥
枇
曾
に
輿
え
た
か
を
扱
う
部
分
で
あ
り
、
小
説
・
説

話
・
俗
信

(第
六
章
)、

八
股
文
の
作
例

(第
七
章
)
、
郷
試
答
案
(
第
八

章

・
第
九
章
)
な
と
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
や
や
周
縁
的
な
扱
い
を

さ
れ
て
き
た
史
料
を
用
い
た
分
析
が
進
め
ら
れ
る
。
第
六
章
「
感
情
的
不

安
・
成
功
の
夢
・
受
験
生
活
」
は
、
試
験

・
合
否
に
ま
つ
わ
る
宗
数
と
俗
信
、

強
言
と
夢
説
話
、
科
翠
設
問
内
容
に
見
ら
れ
る
俗
信
排
撃
、
不
合
絡
者
の
た

ど
っ
た
遁
(
蒲
松
齢
・
洪
秀
全
)
な
ど
を
と
り
あ
げ
る
。
本
章
で
と
り
あ
げ

る
諸
概
念
・
信
仰
は
、
科
翠
受
験
者
や
そ
の
家
族
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い

た
の
み
な
ら
ず
、
開
接
的
に
中
園
枇
曾
全
憶
に
も
浸
透
し
、
影
響
の
及
ぶ
範

聞
は
蹟
く
深
い
。
第
七
章
「
利
奉
の
文
化
的
領
域
、
エ
リ
ー
ト
に
と

っ
て
の

八
股
文
」
は
、
科
翠
に
よ
る
文
化
的

・
枇
曾
的
再
生
産
を
通
じ
て
エ
リ
ー
ト

階
暦
に
文
化
的
・

言
語
的
均
質
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
過
程
に
お

い
て
四
書
五
経
の
暗
諦
・
八
股
文

・
遁
同
学
的
倫
理
観
・
棺
書
健
な
ど
の
習
得

が
要
求
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
王
釜

・
支
南
英
に
よ
る
八
股
文
の
作
例
を
、

原
文
と
全
誇
を
掲
げ
て
解
説
す
る
。
模
範
答
案
の
営
利
的
出
版
、
凹
書
同
月
干
の

後
展
、
八
股
文
の
規
格
化
と
そ
の
過
程
、
科
撃
に
論
・
策
が
占
め
て
い
た
位

置
、
な
ど
の
話
題
も
こ
の
章
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

第
八
章
・
第
九
章
は
、
ま
と
ま
っ
た
史
料
が
現
存
す
る
明
代
，
脹
天
府

・
清

代
所
江
の
郷
試
答
案
、
特
に
第
三
場
の
策
問

・
封
策
に
重
貼
を
置
い
た
論
述

で
あ
る
。
狩
野
「
清
朝
制
度
」
(
一二
九

O
、
四
一

三一

1
四
一
六
真
)
も
指
摘

す
る
よ
う
に
、
郷
試
策
問
は
、
出
題
に
あ
た
る
皐
政
の
好
尚
や
時
代
の
撃
風

を
敏
感
に
映
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
分
析
封
象
と
し
て
最
も
興
味
深
い
。
ま

ず
、
第
八
章
「
試
験
の
許
償
基
準
、

同巾
園
に
よ
る
知
の
制
御
の
限
界
」
で
は
、

科
奉
制
度
の
特
徴
で
あ
る
「
共
有
さ
れ
る
本
文
解
務
、
標
準
化
さ
れ
た
正
典
、

H

知
M

の
制
度
的
誘
導
」
(
四
一
一
一
頁
)

に
基
ご
つ
く
答
案
評
償
基
準
が
、
外

か
ら
隔
離
さ
れ
た
採
結
合
場
内
で
侍
承
さ
れ
る
こ
と
、
合
否
決
定
に
重
要
な

意
味
を
も
っ
四
書
文
の
採
鮎
結
果
に
陽
明
肇

・
考
誼
息
?と
い
っ
た
時
代
の
流

行
思
潮
の
影
響
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
を
説
い
た
上
で
、
答
案
の
優
劣
が

成
績
に
さ
ほ
ど
影
響
し
な
い
策
聞
に
お
い
て
は
試
験
官
の
個
人
的
見
解
の
反

映
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
策
問
の
諸
類
型
、
明
代
十
五
世
紀
後

期
の
「
策
」
に
お
け
る
考
嫁
皐
重
視
の
傾
向
、
な
ど
も
話
題
と
し
て
と
り
あ

げ
ら
れ
る
。
第
九
章
「
科
翠
に
お
け
る
自
然
皐
・
歴
史
息
了
漠
肇
」
も
、
前

章
に
引
き
繍
い
て
策
問
・
針
策
を
分
析
す
る
。
暦
向
学
(
一
五
二
五
年
江

西
)
・
天
象
(
一
五
六

一
年
漸
江
)
・
律
数

(一

五
六
七
年
摩
天
府
)
の
策
聞

に
嘗
時
の
天
文
・
音
楽
理
論
の
知
識
水
準
と
の
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、

明
代
の
策
聞
は
賓
誼
的
知
識
を
た
ず
ね
る
問
題
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
自
然

撃
に
関
す
る
策
聞
が
清
の
康
照
帝
の
禁
令
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
消
滅
す
る
こ

と
、
が
ま
ず
紹
介
さ
れ
る
。
し
か
し
、
十
八
l
十
九
世
紀
に
お
け
る
宋
準
か

ら
漢
撃
へ
の
縛
換
、
そ
れ
に
よ
る
知
の
再
編
制
と
蛇
行
し
て
、
策
問
の
内
容

に
は
媛
化
が
生
じ
て
い
く
。
た
と
え
ば
、
清
朝
史
皐
・
考
諸
島
十
の
達
成
と
密

接
に
閥
わ
る
設
問
|
|
今
古
文
尚
書

ご

七
七

一
年
山
東
郷
試
)
・
音
韻
撃

(
一
八

O
七
年
山
東
郷
試
)
1
1ー
な
ど
は
、
挙
政
の
思
想
・
肇
風
の
影
響
を

強
く
反
映
し
た
出
題
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
方
で
、
宋
皐
の
立
場
を
堅

持
し
た
出
題
(
一
七
三
八
年
四
川
)
の
よ
う
な
例
も
存
在
し
、
す
べ
て
が
漢

撃
一
透
倒
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

第
十
章
、
第
十

一
章
は
、
清
朝
に
お
け
る
科
奉
改
革
と
論
争
と
の
歴
史
、

科
泰
制
度
の
廃
止
を
扱
っ
た
部
分
で
あ
る
。
第
十
章
「
一
八

O
O年
以
前
の
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清
朝
支
配
下
に
お
け
る
科
目
改
革
の
加
速
化
」
は
、
清
初
の
科
奉
が
明
制
を

継
承
し
た
こ
と
を
ま
ず
述
べ
、
一
六
四
五
年
よ
り
一
七
五

O
年
ま
で
の
改
革

論
争
、
薙
正
年
聞
か
ら
乾
隆
初
期
に
見
ら
れ
る
改
革
の
先
縦
を
受
け
た
乾
隆

後
期
の
科
目
改
苗
T
1
1五
言
試
帖
詩
の
復
活
な
ど
||

に
つ
い
て
論
じ
、
久

し
く
追
放
さ
れ
て
い
た
唐
詩
(
五
言
排
律
)
・
宋
文
(
論
)
が
再
び
導
入
さ

れ
た
こ
と
の
意
義
を
説
く
。
末
尾
の
第
十

一
章

「
腕
規
範
化
と
脱
正
典
化

|
|
清
末
科
穆
改
革
の
陥
穿
」
は
、
十
九
世
紀
初
期
の
科
参
改
革
の
試
み
、

太
平
天
閣
の
科
拳
制
度
、
太
平
天
園
以
降
|
|
特
に
一
八
九
五
1

九
八
年

ー
ー
に
お
け
る
改
革
案
、
一
九

O
一
年
の
改
革
、
一
九

O
五
年
の
科
奉
廃
止

と
、
近
代
へ
の
聴
換
期
に
み
ら
れ
る
目
ま
ぐ
る
し
い
ま
で
の
動
き
を
追
跡
し
、

科
撃
の
蕨
止
と
皐
校
制
度
の
導
入
が
清
朝
の
衰
亡
の

一
因
と
な
る
ま
で
を
説

い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
中
園
枇
舎
が
い
か
に
愛
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

か
を
扱

っ
た
論
述
は
、
精
彩
に
富
む
。
本
章
に
閥
し
て
は
、
冒
頭
に
ふ
れ
た

高
嶋
氏
の
紹
介
に
詳
し
い
。

最
後
に
、
附
録
と
し
て
、
一
「
科
奉
に
開
す
る
一
次
資
料
一
一
四
八
l

一
九

O
四
年
」
、

二

「
モ
ル
モ
ン
数
合
家
族
史
園
書
館
所
蔵
の
科
奉

一
次
資

料」、

三

「表」、

四

「科
翠
試
験
科
目
繁
遜
年
表

六
五

O
l
一
九

O
五

年
」
、
五
「
地
方
志
以
外
の
主
要
科
翠
資
料
」
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
附
録

一
・
二
・
五
は
、
利
用
可
能
な
資
料
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
探
究

の
た
め
の
遁
案
内
を
提
供
し
て
い
る
と
言
っ

て
い
い
。
附
録
三

・
四
は
、
著

者
の
立
論
の
根
擦
と
な
る
統
計
上
の
数
字
を
具
程
的
に
示
す
。
巻
末
の
文
献

目
録
(
全
五
十
六
頁
)
、
周
到
に
工
夫
さ
れ
た
索
引
(
全
五
十
一
頁
)
、
論
述

の
根
擦
と
な
っ
た
史
料

・
先
行
研
究
に
つ

い
て
詳
記
し
た
脚
注
は
、
い
ず
れ

も
讃
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
親
切
で
あ
る
。
大
部
の
書
物
で
あ
る
だ
け
に
、

時
に
は
引
用
上
の
誤
り
も
見
か
け
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
脚
注
・
文
献
日
銀
・

索
引
を
利
用
す
れ
ば
、

立
論
の
線
機
と
な
っ
た
文
献
を
捜
し
あ
て
、
そ
の
首

否
を
確
認
す
る
こ
と
は
容
易
な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
本
書
一
般
で
、
科
奉
を
め
ぐ
る
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
充
分
な
質
と
量
の
言

及
が
さ
れ
て
い
る
場
合
は
|
|
た
と
え
ば
清
代
後
期
の
科
拳
制
度
|
|
比
較

的
簡
潔
な
仕
組
連
に
と
ど
め
る
よ
う
心
が
け
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
諸
研
究
を

併
せ
讃
む
こ
と
が
識
者
へ
の
暗
歎
の
要
求
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
・
訴
の

論
述
の
中
に
は
、
従
来
か
ら
研
究
者
の
覗
界
に
入

っ
て
い
た
事
賓
に
沿
っ
た

説
明
を
中
心
と
し
た
個
所
も
な
い
で
は
な
い
。
だ
が
、
科
奉
を
め
ぐ
る
こ
れ

だ
け
の
内
容
が
、
獅
力
で
分
析
さ
れ
語
ら
れ
る
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
渉
猟
し
た
史
料
や
先
行
研
究
の
質
と
量
、
目
配
り
の
蹟
さ
、

い
ず
れ
の
黙
に
お
い
て
も
従
来
の
水
準
を
大
き
く
超
え
た
科
拳
研
究
書
と
し

て
評
債
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
評
者
の
開
心
か
ら
み
た
本
書
の
新
し
さ
は
、
冒
頭
に
列
撃
し
た
四

貼
以
外
に
、
讃
み
書
き
能
力

(rzsミ
)
の
重
要
性
に
つ
き
、
従
来
の
歴

史
書
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か

っ
た
ほ
ど
カ
を
入
れ
た
論
述
が
な
さ
れ
て
い

る
駄
に
も
あ
る
。
以
下
、
こ
の
側
商
に
焦
黙
を
し
ぼ
り
、

(

こ

文
化
資
本

と
し
て
の
八
股
文

・
小
橋
、
(
二
)
明
清
科
奉
制
度
に
お
け
る
詩
の
廃
止
と

復
活
、
の
二
鈷
に
つ
い
て
、
本
書
の
論
述
に
啓
税
証
さ
れ
た
議
後
感
を
述
べ
、

著
者
と
讃
者
の
数
え
を
請
う
こ
と
と
し
た
い
。

(
二
文
化
資
本
と
し
て
の
八
股
文

・

小

梢

明
清
の
科
撃
は
、
一
貫
し

て
八
股
文
、
特
に
四
番
文
を
重
視
し
た
。
こ
の
方
式
は
、
試
験
を
受
け
る

側
・
賓
施
す
る
側
の
隻
方
に
と
っ
て
利
結
が
あ
る
。
明
清
期
、
各
地
で
そ
の

暦
と
数
と
を
横
大
さ
せ
て
い
く
受
験
者
の
側
か
ら
見
る
と
、

「四
書
集
注
」
、

模
範
八
股
文
選
、
規
範
字
典
程
度
の
殺
害
で
最
低
限
の
受
験
準
備
が
可
能
な
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試
験

(
『日
知
銭
』
径
十
六

「
経
義
論
策
」
)
は
、
詩
賦
に
比
し
て
初
期
投
資

が
少
な
く
て
す
む
。
ま
た
、
た
て
ま
え
で
は
四
書
五
経
の
時
前
を
求
め
て
い

る
も
の
の
、
模
範
答
案
文
選
の
暗
論
に
主
た
る
精
力
を
つ
ぎ
こ
む
よ
う
な
受

験
者
も
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
(
『日
知
録
」
巻
十
六
「
擬
題
」
)。

こ

の
よ
う
な
問
題
貼
は
博
与
な
知
識
人
の
批
判
を
浴
び
つ
づ
け
る
の
だ
が
、
平

均
的
読
み
書
き
能
力
を
そ
な
え
た
人
口
の
蛾
大
と
い
う
制
限
助
か
ら
言
え
ば
、

手
に
入
れ
や
す
く
与
び
や
す
い
教
科
書
に
依
嫁
し
た
出
題
の
安
定
価
継
続
は
、

ま
こ
と
に
放
果
的
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
か
り
に
四
番
文
中
心
主
義
へ
の
切

り
替
え
が
行
わ
れ
ず
、
あ
く
ま
で
詩
賦
中
心
主
義
を
貫
い
た
試
験
制
度
が
維

持
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、

山
間
僻
村
に
ま
で
私
塾
一が
存
在
し
、
秀
才
が
郷
試

の
受
験
勉
強
の
か
た
わ
ら
字
を
教
え
る
、
と
い
う
清
朝
末
年
の
状
況
は
貿
現

し
に
く
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

他
方
、
明
代
以
降
の
朝
廷
の
側
に
と
っ
て
は
、
科
穆
受
験
者
・
合
格
者
数

が
増
大
し
て
い
く
中
、
い
か
に
全
閥
均
質
な
出
題

・
採
黙
を
維
持
し
て
い
く

か
が
大
き
な
難
題
で
あ
っ
た

(
極
上
寛
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
た
本
書
九

O

頁
)。

特
に
、
各
省
で
個
別
に
賓
施
さ
れ
、

一
元
管
理
が
困
難
な
郷
試
の
均

質
性
を
維
持
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
仕
働
け
が
必
要
に
な
る
。
欽
定
の

「
問
書
」
解
稗
と
い
う
閉
じ
た
健
系
か
ら
出
題
さ
れ
る
四
番
文
は
、
多
数
の

出
題
者
に
よ
っ
て
作
間
さ
れ
つ
づ
け
よ
う
と
も
、
問
題
の
質
に
珠
相
心
外
の
ば

ら
つ
き
が
出
て
く
る
可
能
性
は
低
い
。
の
み
な
ら
ず
南
宋
以
来
つ
づ
く
口
諸

制
矧
除
の
偽
統
に
よ

っ
て
答
案
の
諾
議

・
文
徳
は
規
制
さ
れ
て
お
り

(荒
木

敏
一

『宋
代
科
翠
制
度
研
究
』
、

一
九
六
九
年、

三
九
七
l
三
九
八
頁
)
、
答

(
3
}
 

案
の
書
法
も
「
小
梢
」
に
限
ら
れ
る
。
つ
ま
り
四
番
文
と
は
、
朝
廷
側
か
ら

の
郷
試
均
質
化
の
要
請
を
、
思
想

・
文
慢

・
書
法
の
す
べ
て
に
お
い
て
賓
現

し
た
設
問
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
結
、
出
題
者
た
る
皐
政
の
撃
風
や

好
尚
附
を
強
く
反
映
し
、
朝
廷
の
意
幽
か
ら
は
ず
れ
た
思
潮
へ
の
誘
導
の
危
険

性
さ
え
は
ら
む
郷
試
策
問

(本
書
第
八
章
、
第
九
章
)
と
は
大
き
く
性
質
を

異
に
す
る
。
郷
試
策
問
が
合
否
判
定
上
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
か

っ
た
と
惇
え

ら
れ
る
の
は
、
笛
然
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め
る
な
ら
ば
、
明
清
科
恕
に
お
け
る
四
番
文
の
重
視
は
、
遁
皐
へ
の

思
想
的
共
感
の
み
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
受
験
者
・
朝
廷
箆
方
に
と

っ
て
の
教
育
シ
ス
テ
ム
上
の
現
質
的
利
4

鋭
か
ら
出
後
し
た
蘭
を
あ
わ
せ
も

っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

(
二
)
明
清
科
翠
制
度
に
お
け
る
詩
の
廃
止
と
復
活

明
清
代
に
お
け
る

四
書
文
の
重
視
は
、
科
翠
に
お
け
る
詩
賦
の
地
位
凋
落
を
招
く
。
こ
の
鈷
を

め
く
り
、
著
者
は
唐
代
以
米
の
美
1X
(詩
賦
)
中
心
主
義
と
宋
代
遁
与
の
非

美
文
主
義
の
封
抗
関
係
を
後
期
帝
政
期
の
科
翠
史
の

一
特
徴
と
し
て
把
握
し
、

洪
武
三
年

(
一
三
七

O
)
か
ら
清
代
乾
隆
二
十

一
年
ま
で
、
利
恕
に
詩
を
出

題
し
な
い
と
い
う
方
針
が
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
(
本
山
一
二
七
頁
)
に
着
目

し
た
。
そ
し
て
、
確
正
元
年

(一

七
二
一
二
)

の
朝
考
に
お
け
る
詩
の
出
題

(本
書
五
三
七
頁
)
、
乾
隆
二
十

一
年

(一

七
五
六
)
以
降
の
科
怒
に
お
け

る
詩
の
復
活

(本
書
五
四
四
頁
)
を
劇
的
側
換
と
み
な
し
、
乾
隆
期
の
思
潮

と
結
び
つ
け
た
解
稗
||
漢
撃
の
興
起
(
本
書
五
四
六
頁
)
、
復
古
的
思
潮
、

三
代
漢
唐
の
理
想
へ
の
四
時
(
本
書
五
五
八
頁
)
、
清
朝
小
撃
の
影
響
に
よ

る
詩
撃
重
視

(本
音
五
六
二
頁
)
|
|
を
提
示
す
る
。

か
り
に
観
察
の
範
闘
を
郷
試
・
曾
試
の
出
題
に
限
る
な
ら
ば
、
著
者
の
指

摘
す
る
よ
う
な
愛
化
が
生
じ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ

っ
て
、
「
知
の
制
度
的

誘
導
と
し
て
の
科
翠
」
と
い
う
著
者
の
論
結
も
・
賀
託
さ
れ
る
か
に
見
え
る
。

し
か
し
、
や
や
視
黙
を
繁
え
る
な
ら
ば
、
明
清
代
を
通
じ
て
詩
賦
が
あ
い
か

わ
ら
ず
重
要
な
文
化
資
本
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
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る
。
そ
の
場
と
な
っ
た
の
は
、
著
者
も
注
意
を
向
け
る
(
一
五
七
l
一
六
一
二
、

五
三
六
l
五
三
七
、
五
四
七
1

五
四
八
頁
)
翰
林
院
庶
吉
士
の
選
抜
で
あ
っ

た
。
明
代
の
翰
林
院
は
高
級
官
僚
の
橡
備
軍
と
な
る
庶
士
口
士
を
育
て
る
場
と

し
て
認
知
さ
れ
(
本
書
一
六

O
頁
に
引
く

『明
史
』
選
奉
志
二
)、

新
進
士

が
卒
生
作
っ
た

「
論
・

策

・
詩
・
賦

・
序
・
記
」
十
五
篇
以
上
に
も
と
づ
く

許
償
が
行
わ
れ
て
い
た
(
『明
史
』
選
奉
志
二、

中
華
書
局
本
一
七

O
一
頁)。

詩
賦
は
選
考
の
基
準
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
清
朝
薙
正
年
間

以
降
に
翰
林
院
庶
土
口
士
を
選
ぶ
試
験
と
し
て
貧
施
さ
れ
た
「
朝
考
」
、
お
よ

び
「
朝
考
」
の
=
一
年
後
に
庶
土
口
士
た
ち
が
受
け
る
「
散
舘
」
の
出
題
内
容

(
乾
隆
元
年
以
降
は
長
く
一
詩
一
賦
)
を
見
て
も
、
詩
賦
の
比
重
は
き
わ
だ

っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
「
清
選
」
を
め
ざ
す
者
に
釘
し
て
朝
廷
が
作
詩
作

賦
の
能
力
を
要
求
し
な
か

っ
た
時
期
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
唐
代
進
士
科
以
来

の
詩
賦
中
心
の
試
験
は
、
科
参
制
度
か
ら
庶
吉
士
選
抜
制
度
へ
と
姿
を
愛
え

て
、
明
清
代
に
も
あ
い
繁
わ
ら
ず
存
鎖
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

翰
林
院
を
最
終
の
合
格
目
標
と
想
定
で
き
る
枇
舎
階
暦
の
出
身
者
は
相
針

的
に
豊
か
な
文
化
資
本
を
所
有
し
て
お
り
、
郷
試

・
曾
試
の
受
験
に
必
須
で

あ
る
か
否
か
に
閥
わ
ら
ず
、
詩
賦
を
自
ら
の
視
野
か
ら
外
す
必
要
は
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
科
奉
の
知
的
規
範
の
権
威
性
か
ら
の
逸
脱
を
め
ざ
す
意
識

や
言
説
さ
え
、
文
化
資
本
的
に
豊
か
な
階
層
か
ら
撃
と
し
て
現
れ
る
こ
と
に

も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
天
順
八
年
(
一
四
六
四
)
に
十
八
歳

の
若
さ
で
進
士
及
第
し
た
李
東
陽
は
「
春
雨
堂
稿
序
」
で
八
股
文
へ
の
反
援

を
述
べ
、
成
化
八
年
(
一
四
七
二
)
の
状
元
呉
寛
は

「奮
文
稿
序
」
で
、
朱

子
「
附
宇
校
貢
間
帯
私
議
」
の
精
一川
に
背
い
て

『文
選
』
・
『史
記
』
・
『漢
書
』
・

唐
宋
の
文
集
を
偏
愛
す
る
自
己
の
像
を
錨
き
出
す
(
い
ず
れ
も
薬
景
康
編
選

『明
代
文
論
選
』
、
人
民
文
祭
出
版
枇
、

一
九
九
九
年
、
に
牧
め
る
)
。
彼
ら

は
、
明
ら
か
に
詩
賦
を
、
文
撃
を
、
強
く
肯
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
代
古

文
辞
汲
の
興
起
の
背
景
に
宋
祭
の
柳
へ
の
反
援
が
あ
る
こ
と
も
、
文
筆
史
上

よ
く
語
ら
れ
て
き
た

(陳
平
原

『中
華
文
化
通
志
・
義
文
典

・
散
文
小
説

志
』
、
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、
一
四

一
頁
)
。

乾
隆
二
十
一
年
の

五
言
試
帖
詩
復
活
の
決
定
は
、
こ
れ
ら
文
化
資
本
に
恵
ま
れ
た
人
々
に
さ
ほ

ど
の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
首
時
、
念
法
編
ま
れ
た
受
験
者

向
け
の
詩
選
(
た
と
え
ば
戚
岳

『感
試
唐
詩
類
解
』
)
の
序
や
注
稀
の
郁
随

さ
か
ら
は
、

科
目
愛
更
に
狼
狽
し
た
の
が
ど
の
程
度
の
知
識
水
準
を
有
す
る

枇
曾
階
麿
で
あ
っ
た
か

iliお
そ
ら
く
は
秀
才
に
合
格
で
き
る
程
度
を
中
心

と
す
る
ー
ー
を
推
測
で
き
る
。
五
言
試
帖
詩
の
復
活
の
背
景
と
し
て
乾
隆
期

の
漢
撃
の
興
起
を
想
定
す
る
の
は
筋
書
き
と
し
て
面
白
い
し
、
著
者
の
仮
設

す
る
枠
組
み
に
合
致
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
論
設
に
や
や
落
ち
着
か
な
い
面
が

あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
む
し
ろ
、
乾
隆
二
十

一
年

(
一
七
五
六
)
を
は
さ

む
時
期
に
、

『御
選
唐
宋
詩
醇
』
(
乾
隆
十
五
年
〔

一
七
五
O
〕。

沈
徳
潜
・

銭
陳
群
ら
の
手
に
成
る
)
、
乾
隆
二
十
六
年
(
一
七
六
一
)
御
筆
の
序
を
冠

し
た
沈
徳
潜

『園
朝
詩
別
裁
集
」
な
ど
が
完
成
し
て
い
く
こ
と
で
、
「
温
柔

敦
厚
の
旨
」
が
詩
的
規
範
と
し
て
欽
定
化
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
五
言
試
帖
詩
の
出
題
と
い
う
措
置
は
、
詩
の
規
範
を
定
め

た
い
乾
隆
帝
、
大
量
の
答
案
の
庭
理
に
悩
む
採
結
者
(
本
書
六
二

O
頁)、

豊
か
な
文
化
資
本
を
有
す
る
地
域

・
階
層
、
そ
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
不
都

合
の
な
い
決
定
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
の
だ
か
ら
。

以
上
が
、
許
者
の
意
識
に
の
ぼ
っ
た
二
つ
の
紡
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
明

清
に
お
い
て
、
第
五
章
に
言
う
よ
う
な

「官
話
」
に
よ
る
識
字
は
必
ず
し
も

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
の
方
言
の
後
音
で
音
頭
す
る
か
な
ど
非
鳩
山
覚
的
な
部

分
は
地
域
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
答
案
の
均
質
化
は
思
想
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内
容
・
文
館

・
字
削
胞
と
い
っ
た
視
覚
的
な
テ
ク
ス
ト
に
針
し
て
の
み
要
請
さ

れ
て
い
た
こ
と
、
こ
れ
は
評
者
が
既
に
別
の
場
所
に
お
い
て
指
摘
し
た
問
題

矧
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
書
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
考
え
て
繰
り
返
し
て
お

。
ノ
¥
以
上
、
っ
た
な
い
諒
解
に
も
と
づ
く
紹
介
を
試
み
た
も
の
の
、
許
者
の
力

不
足
ゆ
え
に
不
充
分
な
内
容
し
か
綴
れ
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

っ
て、

著
者
に
封
し
て
非
曜
を
お
詫
び
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

回収
後
に

一
言
、
べ
つ
の
感
想
を
記
し
て
お
き
た
い
。
エ
ル
マ
ン
氏
の
文
章

は
、
あ
く
ま
で
も
史
料
の
正
確
な
讃
解
と
先
行
研
究
と
の
基
礎
の
上
に
た
っ

て
苦
か
れ
て
お
り
、
歴
史
記
述
の
姿
を
借
り
て
現
賓
に
向
け
た
設
言
を
お
こ

な
う
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
、
人
が
人
を
選
抜
す
る
試
験
制
度
の
あ

り
か
た
そ
の
も
の
へ
の
関
心
は
字
裏
行
聞
に
示
さ
れ
、
そ
れ
が
時
に
史
論
の

処
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
科
懇
の
理
念
を
問
、
っ
論
争
が
乾
隆
年
開
を
過
ぎ
る
と

目
立
た
な
く
な
り
、
以
後
は
答
案
用
紙
の
彪
理
方
法
な
ど
末
梢
の
問
題
ば
か

り
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
嘉
慶

・
遁

光
年
間
の
朝
廷
は
「
内
部
か
ら
定
期
的
に
制
度
を
見
直
す
こ
と
で
外
部
か
ら

の
信
頼
性
を
保
つ

こ
と
、
そ
れ
が
科
翠
の
重
要
な

一
側
面
で
あ
る
こ
と
を
、

き
ち
ん
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
(
、
ョ

3
2ニ
包

5
3
8
m

コ戸
N

0

5

民
田
口
回
目
司
O
ユ
曲
三
回
印
司
ゅ
の
門

口
町
予
叩

ロ
〈
ニ
ぬ
い

E
ヨ

ヨ

巳

5
ロ

印

垣

忠

子
。

3
2
0岳
口
』
戸
巾
印
門
戸
O
口
百
四

O
ご
「
命
的
可
帥
芯
ヨ
{
『O
ヨ
耳
目
門

F
E
F
h広
間
同
〈
命
日
叶
円
足
。

門

r
z
rミ
可
O

ヨ

5門
F
O
三
)
」
(
本
金
百
五
六
八
頁
)
と
説
く
と
こ
ろ
な
ど
、
著

者
の
感
慨
ま
で
も
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

註(
1
)
 
エ
ル
マ
ン
氏
の
こ
の
著
作
で
は
、
以
下
の
定
義
が
輿
え
ら
れ
て
い

る
(
序
文

H
5
=
)
O
H
mm
ロゴ
ア
は
、
一
九

O
O年
以
前
に
、
地
主

と
し
て
地
域
枇
曾

・
地
域
経
済
上
の
権
力
を
行
使
し
て
い
た
、
あ
る

い
は
朝
廷
の
官
僚
と
し
て
全
図
に
及
ぶ
政
治
権
力
を
行
使
し
て
い
た
、

漢
侠

エ
リ
ー
ト
を
さ
す
c

ま
た

J
H
芯

S
F
は、

m
m
E
ミ
の
う
ち
、

主
に
古
典
の
数
養

・
宗
族
儀
鵡
の
知
識

・
文
字
テ
ク
ス
ト
の
出
版
な

ど
を
通
じ
て
文
化
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
地
位
を
維
持
し
て
い
る
特

定
の
構
成
員
を
さ
す
。

(
2
)

「
挙
校
貢
奉
私
議
」
は
、
三
浦
図
雄

『人
類
の
知
的
遺
産
(
十

九
)
朱
子
』
(
一
九
七
九
年
、
講
談
枇
)
に
日
本
語
講
注
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
エ
ル
マ
ン
氏
は
、
元
代
科
奉
の
制
度
化
に
あ
た
り
、
遁

撃
が
完
全
な
形
で
は
勝
利
で
き
な
か
っ
た
質
例
と
し
て
、
科
奉
に
お

け
る
「
古
賦
」
の
出
題
を
懇
げ
る
が
(
本
書
三
三
、
三
五
頁
)
、
こ

れ
は
朱
楽

『楚
僻
集
注
』
に
釣
感
す
る
科
目
で
あ
り
、
唐
宋
科
懇
の

「
律
賦
」
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
朱
政
官
、
が
詩
文
の
読
者

・

校
訂
者

・
作
者
と
し
て
優
れ
て
い
た
こ
と
に
は
、
い
ま
少
し
注
意
が

携
わ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

(
興
勝
宏

・
木
津
祐
子
・
新
藤

希
史
「
朱
子
語
類
論
文
篇
誇
注
(
一

)
l
(
八)」、

『中
園
文
撃
報
』

第
五
十
五
加
1
第
六
十
二
粉
、
一
九
九
七
l
二
O
O
一
年
)
。
た
と

え
ば
韓
愈
の
文
は
、
朱
喜
…
の
校
訂
し
た
形
態
で
流
布
し
、
「
論
」
な

ど
の
規
範
と
し
て
読
み
繕
が
れ
て
い
く
。

(
3
)

隙
登
原
『
図
史
奮
問

(
第
三
分
問
)』
(中
華
書
局
、

一
九
八

O

年
)
〔
五
五
四
〕
「
科
琴
輿
措
法
」
。
ま
た
、
劉
恒

『中
図
書
法
史

・

清
代
巻
』
(
江
蘇
敬
育
出
版
枇
、
一
九
九
九
年
)
の
第
二
章
第
三
節

「
科
穆
考
試
輿
H

館
関
健
u

」。

(
4
)

曾
試
針
策
の
優
秀
さ
で
合
絡
が
決
定
し
た
例
も
あ
る
。
紀
的

「四

一166-



百
三
十
二
峰
草
堂
詩
紗
序
」
は
、
嘉
度
七
年
(
一
八
O
三
)
曾
試
三

場
の
策
問
と
し
て
蘇
戟
の
詩
に
封
す
る
元
好
問
の
評
債
が
な
ぜ
低
い

の
か
を
出
題
し
た
と
こ
ろ
、
朱
士
彦
の
針
策
が
す
ぐ
れ
た
見
解
を
示

し
た
た
め
合
格
者
に
追
加
し
た
、
と
い
う
自
ら
の
経
験
を
記
録
す
る

(
王
鎖
遠
等
編
選

「清
代
文
論
選
』
、
人
民
文
筆
出
版
社
、
一
九
九

九
年
)
。

(
5
)

本
書
第
十
輩
の
「
賦
得

『海
上
生
明
月
』
」
を

一
瞥
す
れ
ば
わ
か

る
と
お
り
、
試
帖
詩
は
南
朝
湾
梁
以
来
の
懸
制
詩
の
流
れ
を
引
い
た

こ
と
ほ
ぎ
の
詩
で
あ
っ
て
、
套
術
的
な
濁
創
性
は
要
求
さ
れ
な
い
。

充
分
な
文
化
資
本
を
も
っ
者
に
と
っ
て
、
試
帖
詩
は
さ
ほ
ど
困
難
な

337 

課
題
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

(
6
)

乾
隆
帝
の
詩
作
に
封
す
る
沈
徳
潜
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
青
木
正

児

『清
代
文
撃
評
論
史
』
第
六
章
「
格
調
・
性
霊
雨
詩
説
の
封
立
」

(
『青
木
正
児
全
集
』
第

一
巻
、
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
)
、
古
川
幸

次
郎
「
清
薙
乾
詩
説
」
沈
徳
潜
第
四
(
『士口
川
幸
次
郎
遺
稿
集
』
第

三
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
)
、
郁
圏
平

・
王
銀
遠
『
中
園
文

筆
批
評
通
史
・
清
代
巻
』
(
上
海
古
籍
出
版
枇
、

一
九
九
六
年
)
の

第
七
章
第

一
節
な
ど
。
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